
 

  歳出決算（目的別） 

 

   目的別経費の構成割合をみると、教育費34億6,914万2千円（構成比23.8％）が最も大

きく、次いで民生費28億8,895万5千円（同19.8％）、土木費24億8,179万1千円（同17.0

％）、総務費22億7,815万円（同15.6％）の順となった。 

   衛生費、商工費、土木費、教育費などが増となる一方、総務費、民生費、公債費、諸

支出金などが前年度に比べ減となった。 

   衛生費は、1億8,829万円（17.5％）の増で、新型インフルエンザ予防接種事業の実施

や、妊婦健診の公費負担増など母子健康診査事業の拡充、桃沢野外活動センターの長泉

町単独運営の開始、裾野長泉清掃施設組合分担金の増などが要因となった。 

 商工費は、9,020万5千円（94.2％）の増で、前年度から繰り越した緊急景気対策商品 

券発行事業費補助金や地域産業立地促進事業返還金などが要因となった。 

   土木費は、5億3,314万4千円（27.4％）の増で、町道城山尾尻線改良事業や町道377号 

線他改良事業、都市計画道路池田柊線事業、広場整備事業などの事業費が増加したこと 

が要因となった。 

   教育費は、15億4,912万5千円（80.7％）の増で、長小と南小の校舎増築、食物アレル

ギー除去食を提供するための学校給食センターの増築、新グラウンドの整備開始、町民

体育館の耐震補強事業、スポーツ施設整備基金への積み立てなどが要因となった。 

 

              一般会計歳出決算状況（目的別）        （単位：千円・％） 
(A)－(B)の内訳 

款別 
予算現額 

(A) 

決算額 
(B) 翌年度繰越額 不用額 

平成20年度 

決算額(C) 

増減額 
(B)－(C) 

(B)の

構成比

1 議会費 118,046 115,838 0 2,208 119,340 △3,502 0.8

2 総務費 2,379,703 2,278,150 8,400 93,153 2,358,464 △80,314 15.6

3 民生費 2,952,863 2,888,955 5,522 58,386 2,978,976 △90,021 19.8

4 衛生費 1,331,771 1,262,329 0 69,442 1,074,039 188,290 8.7

5 労働費 126,720 121,807 0 4,913 96,571 25,236 0.9

6 農林水産業費 99,014 96,644 0 2,370 105,084 △8,440 0.7

7 商工費 190,857 185,938 0 4,919 95,733 90,205 1.3

8 土木費 2,641,371 2,481,791 133,530 26,050 1,948,647 533,144 17.0

9 消防費 533,942 515,674 0 18,268 511,388 4,286 3.5

10 教育費 3,623,118 3,469,142 80,598 73,378 1,920,017 1,549,125 23.8

11 災害復旧費 40 0 0 40 0 0 0.0

12 公債費 863,178 860,539 0 2,639 939,311 △78,772 5.9

13 諸支出金 297,636 297,635 0 1 912,914 △615,279 2.0

14 予備費 47,955 0 0 47,955 0 0 0.0

計 15,206,214 14,574,442 228,050 403,722 13,060,484 1,513,958 100.0

 


